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2005 年  08 月  11 日  

熊野の旅 国道工事の犠牲 

 昔の土木工事には犠牲者が付き物でした。 
 どんな崖の切り取りも人力だやっていたのでそれが当然とされました。そして、道

路わきにはその人たちを供養するお地蔵さんが祀られている事が多いのです。 
 この 42 号線は最初の工事は昭和 20 年代、改良が昭和 44 年から 45 年ごろです。

地形が悪い割りに事故が少ない工事でしたが、一般的な崩壊事故ではない集中豪雨に

よる飯場流失事故によって、大きな犠牲を払いました。 
 佐田坂で唯一つ大きな沢を渡る場所、船石で尾地山橋（おじやまばし）のたもとに

飯場を作っていたため、集中豪雨で飯場もろとも人夫の人たちが流され 23 名もの方

がなくなりました。近代の道路工事では特筆すべき事故であります。 
 慰霊碑には今でも花が絶えることはありません。区間で一番厳しいヘアピンの橋で

すが、この人たちが守ってくれるのか重大事故がおきません。 
 古より道を切り開くには犠牲が付き物です。どの街道、どの鉄道にしてもその沿線

には一杯の供養塔やお地蔵さんがあります。 
 かつて、人々が歩いていた頃にはこうしたお地蔵さんがあると、必ず手を合わせ、

路傍の花を手向けたものです。無事に旅が出来ることに感謝し、これから先の無事を

お願いしたのです。今の旅人にはその心がかけています。 
 『ありがたい』が無いので、同じ景色を見ても心に響くものが減ってしまっている

ように思います。同じ旅をするのなら、少しでも多くのものに感動する方が得だと思

います。 
 地の果て熊野に遠いとは言え、砂利道一つ通らなくてこられることを感謝すれば東

京からの５５０Km も遠くはなくなるのでは・・・ 

 



2005 年  08 月  12 日  

熊野の旅 国道 42 号線 船石 

 大きな災害事故のあった現場からすぐ上には大きな岩が見えています。 
 のっべりとした大きな丸石が顔を出した感じです。 
 周りの山々が緑一色なだけに、この岩は非常に目立ちます。 
 遠くは太地の梶取岬（かんどりみさき）から見えています。陸路 42 号線を走って

いても、熊野方面が見渡せるところの出れば必ず目に飛び込んできます。しげしげ見

れば、さほど白いことは無いのですが、木々の色との対比で白っぽく輝いて見えます。 
 海の上から見れば、晴れていればずっと見えています。昔は梶取を回った船は黒潮

に流されないように、陸伝いに志摩半島の大王崎（だいおおざき）を目指しました。

そのためにはこの巨石は大切な道しるべでした。 
 ここの地名は『船石』（ふないし）といいます。 
 国道 42 号線を上り方向に走ってくると、この手前から登坂車線が始まります。 
 直線区間の無い佐田坂では見通しの良い場所はありません。それに、急斜面を削っ

てつけた道路ですから、あまり長い登坂車線も作れません。 
 この登坂車線もほんの少しまっすぐしていたかと思うとすぐに『尾地山橋』と言う

橋にかかり、ヘアピン状態になります。おまけにヘアピンを抜けるとすぐに登坂車線

が終わります。追い越しのために加速を始めても、シフトダウンしてアクセル全開し

ないとヘアピンまでには追い越しは終わりません。ヘアピンを併走しながら抜けてゆ

くと言うレース場さながらの光景になります。 

 
 
 追越をかけられた側は減速しないとこのすぐ先で行き場がなくなります。 
 ここのヘアピン区間を走るために、深夜若い衆が集まった時期があります。いわゆ

る「峠族」です。通行量が少ないとは言え結構迷惑な存在でした。ことに、女の子一

人の車では通行しにくい状態でした。最近では暴走したいと思う年の若い衆が減って

しまい「峠族」も居なくなりました。 
 私の若いときは真夜中に「日光いろは坂」や「箱根」に走りに行きました。ラジア

ルタイヤになる前で、のべつスピンしていましたが、あの頃のいろは坂など全く車が



無かったですね。国道でダートの練習が出来た時代ですから・・・ 
 写真は尾地山橋上で日常的に繰り返される自動車レース？風景です。 
 後ろに見える岩が船も道しるべになった岩です。標準レンズでとってこの大きさで

す。 
               by je2luz | 2005-08-12 1 

 

 

 

 

2005 年  08 月  13 日  

熊野の旅 過疎・・戸籍人口・寺籍戸数 

 紀伊半島は全面的に過疎が進んでいます。 
 この過疎が始まったのは 1960 年ごろからになります。東北、九州から就職列車と

言われる金の卵を運ぶ臨時列車が出るほどの勢いで田舎の若者を京浜・阪神の都市圏

に連れて行ったのです。 
 この流れは半世紀経っても変わりません。違うのは輸出できる若者の数が減ってし

まったことです。 
 田舎で過疎が進み住民登録人口が減少しても、戸籍人口は中々減少しないものです。

結婚して新戸籍を作るまでは、親のところに残るからです。更には戸籍はどこにあっ

てもさほど実生活にかわりが無いし、一度登録すると移すのも厄介なので結婚時にア

パート住まいなどのときは新戸籍も田舎に作る人が多いのです。だから、熊野でも戸

籍人口は増える一方で 5 万人と言われたこともあります。住民登録人口は 2 万人に近

づいてもそんな状況でした。 
 最近では、その親が居なくなり、本籍がここにあることのほうが不都合になり本籍

人口の減少が進んでいます。 
 現代風な面ではそうなのですが、もっと違う面から見ると、元々檀家寺であったと

ころと縁が切れてしまうということも増えています。親も兄弟も居なくなり、墓参り

もママならなくなって・・・幽霊地主ならぬ幽霊檀家が増えたのです。お寺さんの経

営基盤が根底から崩れ始めています。 
 木本町で一番大きなお寺「極楽寺」さんでも、敷地内に墓地を抱えていて、用地不

足で難儀していたものですが、近年、寺籍の無くなった家の墓地をきちんと整理した

ところ、ものすごい数に登りました。法事を済ませ今はただの石に戻った石塔が裏の

岩山の斜面を埋め尽くし上へ上へと登ってゆきました。この石の山こそ、熊野の人が

熊野を離れた証です。この街中の墓地でさえ空き区画があります。檀家以外はは入れ

ない敷地内墓地と言うこともありますが、これだけ檀家が減ったと言うことです。 
 この傾向は全てのお寺さんに起きていますし、山間部の共同墓地では至る所に空き

地が発生しています。 
 神々の里に人が住み着いてどれくらいになるのか分かりませんが、段々と、神々の

里らしくなってきています。 
 熊野は山又山、うっそうと茂った木々の間に、めったに人の通らない細い道が通っ

ている・・・そんな景色が似合うところです。 



 
カメラ Agfa KARAT ３６     by je2luz | 2005-08-13 12:57 

 

 

 

 

2005 年 08 月 14 日 

熊野の旅 番外 世界遺産・高野山 

 熊野古道と共に世界遺産に登録された高野山は日本一の霊場でしょう。 
 日本中に伝説を残した弘法大師・空海が開いたお寺ですが、日本仏教の開祖達の多

くはここで修行を積んだ人が多いのです。日本仏教の大本山的存在です。宗派的には

高野山真言宗の総本山と言うことになりますが、大師教会本部もあり、更には宗派を

超えた信仰のよりどころとして崇められ慕われてきました。 
 このあたりではお通夜に西国 33 箇所の御詠歌を謡いますが、第一番に紀伊の国那

智山から始まり、番外に高野山が入り、最後が信濃の国善光寺で終わります。 
 この御詠歌を読むのが真言宗の家ではなく曹洞宗の家になります。善光寺さんは一

応無宗派と言うことにはなっていますが、高野山は建前では他宗派なのですが、弘法

大師は別格です。 
 高野山への参拝道は和歌山側からが一般的ですが、熊野から行くと、裏側からの道

になります。熊野古道、中辺路の途中から龍神村に入り山越えの高野龍神スカイライ

ンを使うルートが走り良いです。以前、このスカイラインは有料でしたが今は開放さ

れ無料で通行できます。ただし、高地を走りますから冬季は通行不能な時もあります。

もうひとつ、十津川村から入るルートがあり、距離は近いのですが道がまだ未整備で

す。 
 高野・竜神スカイラインの途中は１０００ｍを越すところの稜線を走り、その眺望

はすばらしいものです。護摩壇展望台の朝は山並みと雲海から朝日が登り、すばらし

いの一言です。夏でも肌寒い山頂の朝はすがすがしいものです。 
 このルートをたどると高野山の奥の院の裏から寺域に入ります。 
 高野山に限らず、こうした神社仏閣、聖域とされる場所は人込みを避け、早朝に参

拝するのが一番です。 



 説明が欲しいとか御祈祷して欲しいとか世俗的な用件は人が動き出してからしか

満足できませんが、それとは比べ物にならないものが得られるはずです。 
 奥の院に朝日が差し込んで光の剣があたりを清めてゆきます。 

 
カメラは ローライコード 3 型           by je2luz | 2005-08-14 12:55  

 

 

 

 

 

 

2005 年 08 月 15 日 

熊野の旅 番外 世界遺産・高野山・奥の院 

 奥の院の寺域に入ると、うっそうとした杉木立の中に時代を経た巨大な墓が立ち並

びます。その間には小さなものも埋もれるように点在しています。 
 この墓の群れは日本の歴史そのもののようなものすごいものです。 
 若い人で『信長の野望』で遊ばれた方なら、あそこに出てくる戦国大名家が軒を連

ねます。 
 島津各家、鍋島、黒田、毛利、小早川、前田、徳川、豊臣・・・・藩の栄光を競い

合うような壮大なものが多いですね。勿論、ここのお墓は本当のお墓ではなく分骨、

遺髪などを納めたものです。この諸藩の大名家が金剛峰寺の檀家と言う訳ではありま

せん。 
 奥の院には弘法大師が即身仏として入滅されており、戦国の世は勿論、今日でも土

の壁一枚向うに座しておられるのです。 
 その弘法大師の膝元によれば、罪障も消滅すると言うことで、古くからそして日本



中から集まってきたのです。営々と続くこの風習は現代にも受け継がれており、戦没

者の慰霊塔が連隊ごとに建てられたり、立身出世した財界人が立てたもの、社員一同

のもの・・・実に多様なものがあります。主なものには立て札が立てられております。

歴史物でも片手に散策するのも一つの楽しみかとも思います。 
 憎しみあい、殺し合いを重ねた宿敵同士が、ここ高野の山では肩を並べて眠ってい

ます。しかし、見方によれば死んでからも覇を競い合っているようでもあります。 
 杉木立の中には最早墓所を作る余地が無く、新しいものは入り口付近に造成されて

共同墓地的なところに並ばされている状態です。 
 こうした苔むした杉の巨木と歴史を思い起こさせるお墓も、普段の高野山ではその

重みの半分も感じられないと思います。 

 
 高野山の朝は早いです。日が昇りきれば既に人の波になります。宿坊のお勤めも早

いものです。朝の謹業に出て、朝食をとった団参の人たちがお参りに出るからです。 
 夏であれば夜明けと共に御参りに出たほうが良いと思います。 
 ここは京都の観光寺ではありません。本当の霊場です。夜が明ければ僧侶の方は大

師様の周りを清めいつでもおまいりの方が弘法さんと話が出来るようにしてくれて

います。夜明けと共に参れば静まり返った中で、何人にも邪魔されずに大師と話が出

来ます。 
 私は不信心ですが、そうした中ではその場所に何かがあることだけは感じられまし

た。それがありがたいととるか、不思議ととるか・・・ 
 ただ、現代ではあまり遭遇できない空間と時間です。 
 奥の院は何も無いに等しい地味なものです。それが、弘法大師の津々浦々まで慕わ

れる根源と通じるものがあると思います。この時間が持てれば金剛峰寺に参る必要も

無くなる感じです。 

 



 
 小さな橋を挟み、それより奥はまさに『聖域』です。それより奥は撮影禁止です。 
 世俗を離れて時間に行けば、誰も居ないので禁を犯すことも簡単です。しかし、す

がすがしい朝の光の中では、その『聖域』に入って写す以前に、そちらにカメラを向

けることも叶いませんでした。 
 このお堂より先は『弘法大師の居られる場所』です。位置的にはカメラは入り口方

向を向いています。私の後ろが聖なる場所です。 

 
カメラはローライコード３      by je2luz | 2005-08-15 01:40  

 

 

 

2005 年  08 月  16 日  

熊野の旅 番外 弘法大師と空海 

 弘法大師と呼ぶと、全国津々浦々まで名前の通ったお坊さんのイメージですね。『弘

法さん』『大師様』親しみを込めて呼ばれています。修行を終え、少し枯れた境地に

達した感じです。 
 空海と呼ぶと、若き日の遣唐使時代、帰国後の中央での法力合戦などの活動的です

が少し生臭いイメージが伝わってきます。 
 空海に関しては四国に生まれ、天才少年であったこと、急遽遣唐使に加えられたこ

と、中国での修行がものすごく短期間で終わったこと、色んな事実が残りながら、結

構なぞが多いようですね。 
 都で押しも押されぬ地位を得ながら、高野と言う辺地に自らを置くに至った経緯は

知りません。場所決めに法具を投げたら、高野の山に飛んで言ったそうですね。そし

て、落ちたところを本拠地として寺院を構えたそうです。 
 空海＝エスパー説がありますが、エスパーでなければ、道無き高野の山にそれも飛

ぶものを追って登ることは不可能でしょう。その当時は原生林であったであろう高野

の山に分け入れば空は見えなかったでしょう。それに、落ちた法具を見つけることは

不能でしょう。 
 まあ、鉢が飛んで行ったとか言う縁起もあるようですから・・・ 
 本来、密教系の教えを説く空海ですから、都の街中では本来の修行も出来なかった

でしょうね。 
 空海が高野に登る前には『人間空海』の伝承が残されていますね。弘法大師との間

には大きなギャップのある人物像ですね。 
 しかし、この生き方と悩み、煩悩の末にたどり着いたのが『弘法』の境地だったの

かもしれません。 
 ここ高野の森を人気の無い時間に歩くと、まさに『弘法大師』だけがそこに居られ

ると思えるものです。日本一の霊場とされるだけのものが感じられます。 
 薄暗く、誰も居なく、周りは戦国武将をはじめとする化けてでてもおかしくない霊

が居るはずのお墓だらけです。それが、不気味でもなんでもなくなるから不思議な空

間です。 



 ぜひ体験されることをお勧めします。 
 高野に来たついでにここと空海にまつわるところを次に紹介します。 

 
カメラは ツァイス・イコンタ 523/16・テッサー75mm  

by je2luz | 2005-08-16 06:03 

 

 

 

 

 

 

2005 年 08 月 19 日 

熊野の旅 番外 高野山雑記 

 高野山のある位置は紀伊半島の付け根の山岳地帯です。北から来ると紀伊山地の入

り口に当たります。 
 金剛峰寺のある場所はなだらかな起伏がある広い台地状ですが、ここに登るにはも

のすごい急坂を登らなくてはなりません。下界から見るとその崖の上にこんなに広い

平地があるようにはとても見えません。 
 高野山はまさに高（たか）野（の）なのです。 
 昔はこの霊場は『女人禁制』でした。日本の霊場には非常に多い物です。密教系の

ものは特に多いですね。 
 『女人は穢れる』などと理由をつけていますが、空海も人の子、『御母堂様』を慕

い敬い、ある女性をこよなく愛しみました。この件は後日書きます。 



 なのに…修行の場には女性を寄せ付けない。これは『女性が来れば聖なる場所が穢

れる』のではなく、『煩悩から脱却できない己の心が乱れるのが怖い』なのだと思い

ます。しかし、そんな本音を口にしたのでは世の信頼は消し飛びますね。数多い僧侶

の中には間違いを犯すものが出てきます。それは未然に防がないと修行も何も成り立

ちませんね。私など、１００％ふらふらしてしまいます。 

 
 高野山には『刈萱物語』（かるかや）が伝わっていますね。幼い刈萱が高野の山に

入り僧侶になるとき母親が女人禁制の結界まで送ってきた話です。経緯がどうあれ、

母親の心情はこれが当たり前の話でしょうね。後日紹介します『大峰山』の修行場を

開いた、かの超人『役の行者』（えんのぎょうじゃ）の場合でも女人禁制の結界のそ

ばまで母親が追ってきて息子の無事を祈り続けたそうです。今の過保護母親を無碍に

攻められないのは、こうしたものが全て美談となっていますからね。 
 僧侶になると言っても、無理矢理戦場に送り込まれるわけでもないのですが・・・

それからすれば、昔にしろ近代の戦争にしろ雑兵として借り出された兵士の母親・父

親・女房の悲しさ、不安はいかほどだったでしょうね。刈萱の話に涙を流すなら無名

兵士の話では心が張り裂け、グアム・サイパン・中国・朝鮮半島・フィリピン・イン

ドネシア・・・・アジア各地で有頂天になってバカンスを楽しめないはずですが・・・

どこに行っても日本兵・軍属・日本の民間人の墓や慰霊碑、そして巻き添えになった

現地の人の墓が並びます。 
 全てを包み込む高野の山が世界平和を祈願するには適した霊場の一つでしょうね。 
 高野山は高地なのでものすごく寒いところです。なにせ夏でも布団をかけないと寒

くて眠れないところですから・・・ 

 
 この気候から生まれたのが『高野豆腐』です。関西ではこう呼びます。「凍り豆腐」

「しみ豆腐」と呼ぶときもありますね。豆腐が凍ってスだらけになって乾いたもので

す。今ならどこででも作れますが昔は高野ほどの厳しい寒さが無ければ出来なかった

のですね。 
 もうひとつ『ゴマ豆腐』も名物になっています。高野山にはものすごい数の修行僧

の食をまかなうため、更には山を埋め尽くすほどの参拝者を受け入れる宿坊の食事の

ため、精進料理が発達しています。山菜・乾物なども土産物屋に並びますが、こうし

た精進料理こそだし汁が決め手になります。本当においしいものを食べたいなら、や

はり宿坊に泊まるのが一番でしょうね。 
 宿坊に泊まって、おいしい精進料理を頂き、朝、暗いうちから奥の院の境内を歩き

『弘法さん』の前でじっくり心を洗い、朝食には『茶粥』でも頂いて下山されれば良

いと思います。 
 下山される時には、ちょいと寄り道された方が良いところがあります。 
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2005 年  08 月  20 日  

熊野の旅 番外 高野の鎮守様 丹生都比賣神社 

 高野の山を下ると和歌山県伊都郡かつらぎ町上天野と言うところに『丹生都比賣神

社』（にぶつひめ）があります。別称では天野大社・天野四所明神とも言われていま

す。 
 この上天野（かみあまの）と言うところは山あいのひなびたところです。その、普

通の田舎に朱塗りの社殿を持った大きな社があります。集落としては似つかわしくな

い立派なものです。 
 。空海が高野に入り側を根拠地とするとき鬼門に当たるこの地に『鎮守』としてこ

の神社を定めたと言われます。 
第一殿 丹生都比賣大神（丹生明神）にぶつひめのおおかみ 
第二殿 高野御子大神（狩場明神）たかのみこのおおかみ 
第三殿 大食都比賣大神（気比明神）おおげつひめのおおかみ 
第四殿 市杵島比賣大神（厳島明神）いちきしまひめのおおかみ 
若 宮 行勝上人 ぎょうしょう   境内社 佐波神社 
など沢山祀られています。ここでも神仏混合が現れています。この、神仏渾然として



いるのが日本の風土です。天平年間からの書き物があるようです。 
 土着の宗教を否定しないで抱き込んでゆく方が、布教はしよいでしょうね。○○神

は××菩薩に当たる・・・などと結びつける手法もとられていますね。 
 この『丹生都比賣神社』には『八百比丘尼』（やおびくに）の伝説もあります。な

にやら、おどろおどろしい話ですが、これは次にでも話します。 

 
 この神社は入り口に住吉さんのような太鼓橋を持っています。小さな池をわたるた

めに作ったもので岩国の錦帯橋のように必要があって作ったものではありません。 
 社殿は朱塗りで随所に飾りが施された派手なものです。その分、この山あいの鄙び

た集落の鎮守様ではないのが読み取れます。 
 この派手な神社は日本における朱塗り社殿などの最初であるとも言われています。 
 空海は唐の国から帰ってきた、まあ『ハイカラさん』ですし、中国式ゴテゴテを持

ち込んできてもおかしくないでしょうね。お坊さんの世界は『墨染めの衣』をまとう

といいながら、出世すると一般人ではとても着られないようなド派手な衣や袈裟を身

に付けますからね。 
 この神社は山から下りてかなり暖かいところにあるので、昔は高野山のお坊さんが

冬場に降りてきて過ごしたようでもあります。 
 ここの宮司さんは親切そうですから、お参りの人の少ないときは色々お話が伺えそ

うです。 
 道路もかなり改良されてきていますので、高野山参拝の折、この『丹生都比賣神社』

にもお参りされると良いかと思います。割合と素通りされている穴場かと思います。 
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2005 年 08 月 21 日 

熊野の旅 番外 人間空海 甲山・神呪寺 

 空海は高野山を開き全国に『弘法大師』として知られる人となる前には、又別の一

面も持っていました。 
 四国に生まれ、幼くして神童と言われ、出家後はその英才振りを発揮し、当初の予

定の中には無かったと言われる遣唐使に加えられ海を渡りました。言葉のハンディを

乗り越え予定の半分で密教の奥義を習得して帰国したそうです。 
 帰国後は都を中心に活動し、雨乞いの祈祷合戦では勝利して名声を高めたとも言わ

れています。 
 その頃に空海は生涯でたった二人と言われる女性のお弟子さんを作っています。一

人は母親です。やはり、特別なものですから・・・ 
 もう一人は、淳和天皇の第四妃であった『真井御前』（まないごぜん）です。この

人は元来丹後の国・籠神社（このじんじゃ）と真名井神社（まないじんじゃ）に関係

があるお姫様だそうです。 

 
 この真井御前は空海と知り合った後、空海の手で剃髪してもらい出家しています。 
 真井御前がお告げによってお寺を開いたのが、西宮の甲山の中腹の『神呪寺』（か

んのうじ）です。ここに寺を構えて後も、空海はここを訪れていたようです。街を離

れ、小高い丘陵地に建つお寺からは、浪速の国、摂津の国、かすむ山の向うは奈良の

都、そして光る海の向うに青くかすむ山の上には『高野山』があります。 
 真井御前は出家の時に空海より『如意尼』という法号を貰っています。 
 この真井御前と空海の関係は単なる高僧と弟子の関係ではなかったとされていま

す。 

 

 真井御前はここ甲山、神呪寺ではるか高野の方を望んで経文を唱えながら息を引き

取られたそうです。その時の御年 33 歳という若さでした。 
 空海はその姿をしのんで『如意輪観音像』を彫られたそうです。この秘仏は毎年 5
月１８日に公開されるそうですが、実にかわいらしいお姿だそうです。 



 人間空海の喜びも苦しみも悲しみもこの真井御前抜きでは考えられないのではな

いでしょうか？ 
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